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研究成果の概要（和文）：日本の大学に留学あるいは勤務する外国人を対象として、地位が上下あるいは同格で
あること、また性別の異同（社会的なヒエラルキー）が、対人コミュニケーションにどのような違和感や不適応
をもたらすのかを、PAC分析を通じて探索していくことが本研究の目的であった。PAC分析は、被検者に自由連想
項目同士の類似度の近さを回答させクラスター分析し、その構造のイメージを被検者本人に聞く方法である。本
課題研究では、日本のように、地位の上下や性に応じて言語の使用に大きな違いが見られる国がある一方、社会
的ヒエラルキーによる違いがほとんど見られない国もあり、地位と性の文化的スキーマがかなり異なることが明
らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The scheme of interpersonal communication is so naturally embedded in social
 lives that we are hardly aware of it. But, when foreigners reside not so long, they develop their 
schema and notice cultural differences between two countries. We found already individual schemes 
about human relations, interpersonal communication, and interpersonal nonverbal communication by 
comparing their cultures with Japanese style. The aim of these studies was to compare the influences
 of social position and sex in interpersonal communication among cultures by Analysis of Personal 
Attitude Construct. This technique was created to research one subject operationally and objectively
 by Naito. The subjects of these research were mainly international students at Japanese university.
 Results of revealed individual scheme. The Influence is peculiar to Japanese where language changes
 according to the difference of position and sex. We could make use of these results in 
intercultural communication.

研究分野：臨床社会心理学

キーワード： 異文化間コミュニケーション　地位　性　PAC分析　事例研究　了解的解釈　現象学的データ解釈技法

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
筆者はこれまでの科学研究費による一連研究で、人間関係、言語コミュニケーション、非言語コミュニケーショ
ンで、それぞれの文化に規定されたスキーマ（認知的枠組み、暗黙裡の理論）が存在することを明らかにしてき
た。本研究課題では、出身国の異なる留学生らを対象として、社会的地位と性が対人言語行動のスキーマに及ぼ
す影響を探索することであった。結果は、社会的地位と性に応じて言語が大きく異なる日本の特異性を示してい
た。これらの結果は、文化の違いによる戦略的スキーマの違いに応じての異文化適応の教育に利活用でき、外国
人や帰国子女の日本人との対人コミュニケーションでの違和感や不適応の改善に有用であるといえよう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 筆者は、文部省在外研究員（カリフォルニア大学アーヴァイン校：UCI）、信州大学留学生セ
ンター長を経験したことから、在日外国人留学生の母国と日本での人間関係の様式（人間関係ス
キーマ）の違いが日本への異文化適応に際して違和感や反発をもたらすことを推論するように
なり、科学研究費での研究に着手した。ついで、人間関係だけでなく、相手とどのようにコミュ
ニケーションするかの対人コミュニケーションのスキーマの違いが違和感や不適応に関連する
こと、しかも個々の要素の差異だけでなく、それらの背後で統合する戦略的な認知的（理論的）
枠組みの違いに注目した。調査研究を進める中で、さらに非言語コミュニケーションでも見られ
ることに気づいた。しかも、アイコンタクトの回数やその合計時間のような個別の要素ではなく、
どのように発信し、どのような人間関係を構築・維持しようとするのかの、非言語コミュニケー
ションを通じての「戦略」そのものがスキーマとして獲得されていることを明らかにした。これ
らの科学研究費による一連研究に続いて、さらに関心を持つようになったのが、社会的地位や性
のヒエラルキーへの対処がスキーマとなり対人行動の枠組みとして機能しているのではないか
との問題意識を感じるようになった。 
 
２．研究の目的 
 日本語には、相手の社会的地位に合わせての丁寧語や敬語表現が多く、男言葉・女言葉に代表
されるように性に合わせてのコミュニケーション、対人行動に特徴があるといえよう。それでは
文化的背景の異なる外国人留学生は、実際にどんな違和感や不適応感を体験しているのだろう
か。日本と母国での個別要素の差異や、その背後に存在し（無意識に獲得し暗黙裡に実行するこ
との多い）スキーマを探索することが目的とされた。 
 
３．研究の方法 
 在日期間がそれほど長くない外国人留学生は、母国と異なった対人スキーマの違いに敏感で
ある。これが外国人留学生を被検者とする理由である。また、通常のアンケート調査では、被検
者本人では意識化することが困難な暗黙裡に持つスキーマを探索するのに有効な方法としては、
個人体験の感覚やエピソードを自由連想で引き出す、認知科学の用語では長期記憶にアクセス
させること、そしてその構造を操作的・客観的に析出していくことであろう。これらの条件に適
合する典型的技法が PAC 分析である。PAC 分析の PAC は、Personal attitude Construct（個人
別態度構造）の略称であり、”パック”と発音される。現在では、利用の仕方によっては、認知
やイメージの構造、心理的場、アンビバレンツ、コンプレックスまで測定できることが確認され
ているが、その名称の由来が示すように、元々は個人別に態度構造を測定するために筆者によっ
て開発されたものである（内藤, 1993）。この分析法は、当該テーマに関する自由連想（アクセ
ス）、連想項目間の類似度評定、類似度距離行列によるクラスター分析、被検者によるクラスタ
ー構造のイメージや解釈の報告、検査者による総合的解釈を通じて、個人ごとに態度やイメージ
の構造を分析する方法である。 
本研究では、外国人留学生らを対象として、(1)社会的地位と性に関連しての日本での対人コ
ミュニケーションへの違和感、（2）社会的地位や性に関連しての対人コミュニケーションの日本
の特徴、(3) 社会的地位や性に関連しての対人コミュニケーションの母国の特徴、の 3テーマに
関しての PAC 分析を実施した。 
 
４．研究成果 

本研究課題の調査研究の成果は、国内学会大会での発表が 1 件で、他は今後の発表予定も含

めて、国際学会での発表であった。 

スリランカ人を対象とした調査（Naito, APA2018で発表）では、スリランカの対人コミュニ

ケーションにおいては尊敬語や謙譲語がなく、相手との地位が上下で異なっても、性が異なって

もほぼ同じ言葉を使う。日本での対人コミュニケーションでは、目上には尊敬語や丁寧語を多く

用い、また男女で用いる言葉に違いがあり、女性から男性に対しては丁寧語を使うことが多いな

ど、対人コミュニケーションに地位と性の影響が強いことが明らかとなった。また同じくスリラ

ンカ人を対象とした調査で、日本人の組織内における対人コミュニケーション(内藤, 2018 PAC

分析学会第 12回大会にて発表)においては、地位の上下間で、尊敬語、謙譲語などの言語コミュ

ニケーションにおいてだけでなく、非言語コミュニケ－ションにおいても丁重さの違いが大き

かった。 

中国人女性を対象とした調査（Naito, ECP2019 にて発表）では、日本人は、同輩に普通語、

目下に簡潔か指示。サービス業では地位に関係なく相手に丁寧に応答。他方中国人は、目上にも

自己主張する。 目下には簡潔な表現を用いる。見知らぬ人には敬語や尊敬語を使用する。重要



なこと（話題）は最初に言い、本音で話しかけ、目を見て話す。日本人は重要なことは最後に話

す。 

中国人男性を対象として調査（Naito, AASP2019）では、＜日本人との違和感＞は、日本では

男性と女性とで言葉が違うこと。女性は男性に丁寧。敬語は地位や状況に応じて多様に変化する。

ビジネスでは相手の地位、性に関係なく丁寧に応答することが述べられた。 

中国人男性の調査（Naito, APA2019て発表）では、日本人同士は、同輩、目下には普通語で

話す。男性から女性には丁寧。女性は男性のいる所では女言葉（女性特有の言葉）を使い、静か

に話す。女言葉は丁寧でソフトだが、男は滅多に使わない。女性は男言葉を時々使う。同格や目

下とは社会距離を保つ形式的表現が多い。これに対して、中国人同士は、年齢や故郷が近いとか

関係が良いと目上にも普通語を使う。男性はダイレクトに話す（直接的に表現する）。女性同士

は身体動作を使う。男女で言葉の違いは多くない。 

中国人男性を調査対象とした（Naito, APA2020→新型コロナ流行のため集合しないでネット

での開催）では、日本人の対人コミュニケーションで、自己主張や目立つことをしない。トラブ

ルを避ける。直接な言い回しを避ける。男性は女性に丁寧に話しかける。女性は相手の男性が間

違っていても「そうですよね」としばしば答える。婉曲と思いやりが基調。原則に固執する。他

方で、中国人同士は、相手が目上でも自己主張する。異見を受け容れ、原則抜きに調整する。敬

語の使用は少ない。話す時、目を注視（アイコンタクトを重視）。中国人同士では傾聴と率直な

対話が基調。 

タイ人女性を対象とした調査（Naito, ICP2020→新型コロナ流行のため 2021に延長）では、

日本人同士は、男性は、女性に対しては穏やかに話すし、悪い言葉を使わない。「お願いする」

（依頼）の 表現を頻繁に使う。何度も挨拶を繰り返す。自分の意見を直接表現せず、形式的で

穏やかな表現を大量に使い、寡黙で遠回しの表現をする。他方でタイ人同士では、男性は女性を

尊重し、助ける。汚い言葉を普通に使い、友達には滅多に挨拶せず、「おねがいします」を滅多

に言わない。見知らぬ人でも自由に話す。 

以上のように、本課題研究では、スリランカ、中国、タイ国の留学生たちを対象として、日本

と母国での対人コミュニケーションでの違和感を PAC分析することで、とくに日本において社

会的地位の上下と性に違いに応じて言語が変化するという特異性が明らかとなった。これらの

結果は、外国人や帰国子女の日本人とのコミュニケーションでの違和感や不適応の改善に有用

であるといえよう。 
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